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教
員
免
許
の
失
効
と
地
方
公
務
員
の
身
分
取
扱
い
に
関
す
る

考
察

｜
｜
教
員
免
許
更
新
制
度
を
手
が
か
り
と
し
て
｜
｜

教員免許の失効と地方公務員の身分取扱いに関する一考察

山

古
了

口

第
一
問
題
の
所
在

第
二
失
職
説
と
非
失
職
説
の
存
在

第
三
法
定
外
失
職
事
由
の
存
在

第
四
最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
判
決
の
検
討

第
五
免
許
状
更
新
講
習
の
内
容
か
ら
考
え
る

第
六
失
職
し
な
い
と
し
た
場
合
の
当
該
教
育
職
員
の
身
分

第
七
お
わ
り
に

第

問
題
の
所
在

(1
) 

本
稿
で
は
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
、
二
疋
の
資
格
・
免
許
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
採
用
条
件
と
さ
れ
、
採
用
後
も
当
該
資

格
・
免
許
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
職
に
従
事
し
て
い
る
職
員
に
関
し
、
当
該
資
格
・
免
許
が
何
ら
か
の
事
由
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12) 

で
失
効
し
た
場
合
に
、
地
方
公
務
員
の
身
分
は
ど
の
よ
う
に
影
響
を
生
じ
る
か
と
い
う
問
い
を
解
く
た
め
の
一
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
教
員
免
許
更
新
制
度
の
導
入
に
伴
い
教
育
職
員
が
有
す
る
免
許
状
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
公

立
の
義
務
教
育
諸
学
校
に
勤
務
し
、
当
該
免
許
を
保
有
し
て
い
た
者
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の
身
分
へ
の
影
響
、
具
体
的
に
は
免
許

状
が
失
効
し
た
場
合
、
地
方
公
務
員
と
し
て
失
職
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
一
般
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
っ
て
、
任
期
の

(2
) 

定
め
が
な
い
教
育
職
員
を
念
頭
に
、
卑
見
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

592 

法学研究 81 巻 12 号（2008

平
成
一
九
年
六
月
、
「
教
員
の
資
質
の
保
持
と
向
上
を
図
る
た
め
、
普
通
免
許
状
及
び
特
別
免
許
状
に
有
効
期
間
を
定
め
更
新
制

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
分
限
免
職
処
分
を
受
け
た
教
員
の
免
許
状
の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
児
童
等
に
対
す
る
指

導
が
不
適
切
な
教
員
の
指
導
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
研
修
の
実
施
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
等
の
必
要
が

(3
) 

あ
る
」
と
し
て
「
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
平
成
一
九
年
法
律
第
九
八
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
が
成
立
し
、
同
月
二
七
日
に
公
布
さ
れ
た
。
同
法
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
教
育
職
員
免
許
法
（
以
下
単
に
「
免

一
（

4

）

許
法
」
と
い
い
、
改
正
前
の
教
育
職
員
免
許
法
を
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
普
通
免
許
状
及
び
特
別
免
許
状
は
、
免
許
状
授
与

日
の
翌
日
か
ら
一

0
年
間
経
過
後
の
年
度
末
ま
で
効
力
を
有
し
（
免
許
法
九
条
一
項
及
び
二
項
）
、
免
許
管
理
者
は
普
通
免
許
状
の
有

効
期
間
に
つ
い
て
、
免
許
状
保
有
者
の
申
請
に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
（
免
許
法
九
条
の
二
第
一
項
）
、
有
効
期
間
の

満
了
す
る
日
か
ら
逆
算
し
て
二
年
以
内
（
免
許
法
九
条
の
二
第
三
項
）
の
期
間
に
受
講
し
た
免
許
状
更
新
講
習
会
一
0
時
間
以
上
。
免

許
法
九
条
の
三
）
に
お
い
て
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
、
及
び
知
識
技
能
等
を
勘
案
し
て
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
と
免
許

管
理
者
が
認
め
た
者
に
限
り
、
免
許
状
を
さ
ら
に
一

0
年
間
更
新
す
る
も
の
と
な
っ
た
（
免
許
法
九
条
の
三
第
三
項
、
第
四
項
）
。
ま

た
、
改
正
法
施
行
日
（
平
成
一
二
年
四
月
一
日
）
の
前
日
ま
で
に
授
与
さ
れ
た
普
通
免
許
状
及
び
特
別
免
許
状
に
は
有
効
期
間
が
付

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
改
正
法
施
行
後
二
疋
の
期
限
ま
で
に
免
許
管
理
者
に
よ
り
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
旨
の
確

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
確
認
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
免
許
状
は
失
効
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
改
正
法
附
則
二
条



二
項
、
五
項
）
。

教員免許の失効と地方公務員の身分取扱いに関する一考察

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
幼
稚
園
に
お
い
て
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
助

(5
) 

教
諭
、
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
及
び
講
師
（
非
常
勤
講
師
を
除
く
。
）
の
職
に
あ
る
者
は
、
免
許
状
を
有
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
免
許
法
三
条
一
項
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
免
許
状
の
保
有
義
務
が
あ
る
者
に
つ
い
て
、
免
許
状
の
効
力
が
失
わ
れ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
主
幹
教
諭
等
の
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

免
許
状
の
効
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
旧
法
下
に
も
規
定
が
あ
り
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
っ
た
と
き
、

禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
憲
法
又
は
政
府
を
暴
力
に
よ
り
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
等
を
結
成
又
は
こ
れ
に
加

入
し
た
場
合
、
及
び
公
立
学
校
の
教
員
に
あ
っ
て
は
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
た
と
き
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
法
一

O
条
）
。
し
た
が
っ
て
旧
法
下
に
お
い
て
も
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
、
公
務
員
と
し
て
の
身
分
に
影
響
は
あ
る
か
、
と
い
う
議
論

を
整
理
す
る
実
益
は
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
員
免
許
更
新
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
免
許
状
が
失
効
す
る
者
が

(6
) 

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
免
許
状
が
失
効
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の

身
分
、
す
な
わ
ち
引
き
続
き
地
方
公
務
員
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
従
来
に
も
増
し
て
大
き
な
問
題
と
し
て
顕
在

化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

教
員
免
許
更
新
制
度
は
平
成
二
一
年
四
月
か
ら
実
施
と
い
う
、
い
わ
ば
草
創
期
に
あ
る
現
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
テ

l

マ

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
若
干
の
臨
時
踏
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
恩
師
で
あ
る
藤
原
淳
一
郎
先
生
は
、
授
業
直
前
に
日
刊

紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
各
種
の
報
道
に
つ
い
て
懇
切
か
つ
的
確
に
行
政
法
と
の
関
係
を
講
じ
ら
れ
、
行
政
法
が
い
か
に
身
近
で
あ
り
、

(7
) 

か
つ
実
践
的
な
学
問
分
野
で
あ
る
か
を
私
ど
も
学
生
に
訴
え
か
け
ら
れ
た
。
卒
業
後
も
機
会
あ
る
た
び
に
懇
切
な
ご
指
導
を
受
け
た

私
と
し
て
、
そ
の
学
思
に
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
報
い
た
く
、
誠
に
拙
い
雑
稿
で
は
あ
る
が
書
き
連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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（1
）
地
方
公
務
員
法
（
以
下
「
地
公
法
」
と
い
う
。
）
は
、
地
公
法
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
国
民
に
対
す
る
平
等
取
扱
い
を
定
め
て
い
る

（
一
三
条
）
一
方
で
、
職
員
の
任
用
に
当
た
っ
て
は
「
受
験
成
績
、
勤
務
成
績
そ
の
他
の
能
力
の
実
証
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
一
五
条
）
。
一
定
の
資
格
・
免
許
等
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
任
用
の
条
件
と
す
る
こ
と
は
、
「
そ
の
他
の

能
力
の
実
証
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
園
部
逸
夫
監
修
、
栗
田
久
喜
・
柳
克
樹
編
『
国
家
公
務
員
法
・
地
方
公
務
員
法
』

（
青
林
書
院
・
平
成
九
年
）
一
八
一
頁
）
。
教
員
の
他
に
一
定
の
資
格
・
免
許
等
の
保
有
を
必
要
と
す
る
職
に
は
、
公
立
病
院
に
勤
務
す
る

医
師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
家
畜
保
健
衛
生
所
法
一
条
一
項
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
る
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
い
て
家
畜
の
疾

病
の
予
防
の
た
め
に
す
る
家
畜
の
診
断
に
関
す
る
事
務
を
行
う
獣
医
師
、
専
ら
公
用
車
の
運
転
を
つ
か
さ
ど
る
職
員
な
ど
が
そ
の
例
に
挙

げ
ら
れ
る
。

（2
）
一
定
の
資
格
・
免
許
等
の
失
効
と
公
務
員
の
身
分
と
の
関
係
は
、
地
方
公
務
員
の
み
な
ら
ず
国
家
公
務
員
に
お
い
て
も
生
じ
る
課
題

で
あ
る
。
し
か
し
国
家
公
務
員
で
あ
る
教
育
公
務
員
は
、
国
立
大
学
法
人
法
の
施
行
に
伴
い
設
立
さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
の
職
員
と
な
り

（
国
立
大
学
法
人
法
附
則
四
条
）
、
国
家
公
務
員
た
る
身
分
が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
教
育
公
務
員
」
と
さ
れ
る
の
は
、
現
在
は
す
べ
て

地
方
公
務
員
で
あ
る
（
教
育
公
務
員
特
例
法
（
以
下
「
教
特
法
」
と
い
う
。
）
二
条
一
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
以

下
論
旨
に
関
係
す
る
範
囲
に
限
定
し
て
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

（3
）
一
六
六
回
国
会
「
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
閣
法
九
二
号
）
提
出
理
由
。

（4
）
免
許
状
に
は
普
通
免
許
状
、
特
別
免
許
状
及
び
臨
時
免
許
状
の
三
種
類
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
う
ち
臨
時
免
許
状
に
は
旧
法
下
か
ら

す
で
に
三
年
間
の
有
効
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
（
免
許
法
四
条
三
項
）
、
こ
の
規
定
は
改
正
法
に
お
い
て
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。

（5
）
公
立
学
校
の
校
長
、
副
校
長
及
び
教
頭
の
資
格
は
、
①
免
許
状
を
保
有
し
、
か
つ
教
育
に
関
す
る
職
の
経
験
が
五
年
以
上
、
②

教
育
に
関
す
る
職
の
経
験
が
一

O
年
以
上
、
③
①
②
と
同
等
の
資
質
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
い
ず
れ
か
を
満
た
せ
ば
足
り
る

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
二
O
条
、
二
二
条
、
二
三
条
）
こ
と
か
ら
、
免
許
状
を
保
有
し
て
い
な
く
と
も
校
長
、
副
校
長
及
び
教
頭
の
職

に
就
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（6
）
教
員
免
許
更
新
制
度
は
、
「
教
員
と
し
て
日
常
の
職
務
を
支
障
な
く
こ
な
し
、
自
己
研
績
に
努
め
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
通
常
更
新
が

期
待
さ
れ
て
い
る
」
、
「
不
適
格
教
員
の
排
除
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
（
八
尾
坂
修
『
教
員
免
許
吏
新
制
度
』

（
明
治
図
書
出
版
、
平
成
二
O
年
）
コ
二
頁
）
、
そ
の
一
方
で
「
何
度
講
習
を
受
講
し
て
も
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
新
の
知
識
技
能

594 
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が
身
に
つ
か
な
い
教
員
に
つ
い
て
は
、
教
壇
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
制
度
で
あ
り
（
山
田
泰
造
・
大
川
晃
平
（
文
部
科
学
省
）

「
教
育
改
革
関
連
三
法
③
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
と
指
導
が
不
適
切
な
教
員
に
対
す
る
人
事
管
理
の
法
制
化
等
」
時
の
法
令
一
八

O
七

号
二
七
頁
（
平
成
二
O
年
）
）
、
全
国
で
毎
年
七
万
人
か
ら
八
万
人
が
講
習
を
受
講
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
（
谷
川
彰
英
「
更
新
制
で
、

世
間
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
貢
献
で
き
る
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
、
筑
波
大
学
の
重
要
な
使
命
」
教
職
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
四
号

三
頁
（
平
成
二
O
年
）
、
そ
の
膨
大
な
対
象
者
数
ゆ
え
に
、
相
当
数
の
免
許
状
が
失
効
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（7
）
藤
原
淳
一
郎
先
生
は
、
学
部
で
ご
担
当
の
行
政
法

I

（
総
論
）
及
び
行
政
法E

（
救
済
法
）
の
毎
回
の
授
業
に
お
い
て
か
ね
て
か
ら

時
事
問
題
の
行
政
法
的
論
点
に
つ
い
て
学
生
に
熱
心
に
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
は
平
成
一
五
年
度
以
降
は
、
事
前
に
掲
示
に
よ
り
予
告
し
た

課
題
に
つ
い
て
、
授
業
の
冒
頭
（
一O
分
か
ら
一
五
分
間
）
で
、
「
週
刊
時
事
事
例
（
研
究
）
」
と
し
て
双
方
向
授
業
を
実
施
さ
れ
た
。
取

り
上
げ
ら
れ
た
事
例
を
拝
見
す
る
と
、
新
鮮
で
あ
る
と
同
時
に
実
に
奥
が
深
く
、
広
が
り
の
あ
る
課
題
を
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
事

さ
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
（
藤
原
淳
一
郎
「
転
換
期
の
法
学
教
育
｜
体
験
的
行
政
法
教
育
論
｜
」
法
学
研
究
七
九
巻
一
号
二
三
頁
、

三
七
頁
1

五
六
頁
（
平
成
一
八
年
）
）
。
私
が
初
め
て
藤
原
先
生
の
ご
講
義
を
拝
聴
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
加
わ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
は
、

昭
和
五
八
年
四
月
で
あ
る
が
、
そ
の
時
か
ら
藤
原
先
生
は
す
で
に
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
新
聞
報
道
さ
れ
た
事
例
を
積
極
的
に
活
用
さ

れ
て
い
た
（
藤
原
淳
一
郎
「
い
わ
ゆ
る
ロ
l

ス
ク
ー
ル
構
想
の
虚
像
と
実
像
」
法
学
研
究
七
二
巻
一
二
号
八
五
頁
（
平
成
二
一
年
）
）
。

第

失
職
説
と
非
失
職
説
の
存
在

地
方
公
務
員
で
あ
る
教
育
公
務
員
に
つ
い
て
、
免
許
状
の
効
力
が
失
わ
れ
た
場
合
、
地
方
公
務
員
と
し
て
失
職
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
失
職
す
る
と
す
る
説
と
失
職
し
な
い
と
す
る
説
の
両
説
が
現
に
存
在
し
て
い
る
。

ま
ず
、
失
職
す
る
と
す
る
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

①
「
教
員
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
は
、
教
育
職
員
と
し
て
の
資
質
要
件
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合
、
公
立
学

校
の
教
員
で
あ
れ
ば
地
方
公
務
員
法
上
の
失
職
に
該
当
す
る
。
失
職
は
、
教
員
免
許
状
の
失
効
と
い
う
事
由
が
発
生
し
た
時
点

で
公
務
員
と
し
て
の
身
分
を
自
動
的
に
失
う
も
の
で
あ
り
、
分
限
免
職
の
よ
う
な
処
分
行
為
を
前
提
と
し
て
免
許
状
が
失
効
す
595 



12) 

(8
) 

る
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
」

次
に
、
失
職
し
な
い
と
す
る
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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② 

「
そ
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
職
員
と
な
る
と
い
う
も
の
、
た
と
え
ば
、
教
育
職
員
の
教
員
免
許
〔
中
略
〕
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
資
格
要
件
を
失
っ
た
場
合
に
、
当
該
職
員
の
身
分
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
教
育
職
員
の
免
許
状
を
失
っ
た
と
き
に
は
、
当
然
そ
の
身
分
を
失
う
と
い
う
見
解
が
あ
る
（
最
高
裁
昭
三
九
・
三
・

三
判
決
（
判
例
時
報
三
七
O
号
二
九
頁
）
、
文
部
省
行
実
昭
二
六
・
四
・
一
七
）
。
し
か
し
、
職
員
は
法
定
の
事
由
に
該
当
し
た
場
合

に
の
み
失
職
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
解
釈
で
失
職
事
由
を
追
加
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
し
た
が
っ
て
、
積
極
的

資
格
要
件
を
失
っ
た
職
員
は
、
ま
ず
、
配
置
転
換
ま
た
は
降
任
に
よ
っ
て
適
職
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
（
困
難
な
場
合
が

多
い
で
あ
ろ
う
。
）
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
も
の
（
本
条
1

③
〔
引
用
者
注

(9
) 

三
号
〕
）
と
し
て
、
分
限
免
職
の
手
続
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
」

ち
な
み
に
、
政
府
の
公
式
見
解
と
し
て
は
、
以
下
が
存
在
す
る
。

「
教
員
免
許
更
新
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

地
公
法
二
八
条
一
項

③ 
〔
中
略
〕

一1
三

〔
略
〕

免
許
更
新
時
期
を
迎
え
な
が
ら
職
務
に
追
わ
れ
受
講
申
請
を
忘
れ
た
者
は
教
員
免
許
が
失
効
す
る
が
、
失
職
と
な
る
場
合
、

任
命
権
者
の
各
県
教
委
等
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
失
職
と
す
る
の
か
。

四

〔
略
〕

（
叩
）

右
質
問
す
る
。
」

五
1

九

「
一
に
つ
い
て
1

一
一
一
に
つ
い
て
〔
略
〕
」



四
に
つ
い
て

教
育
職
員
が
免
許
状
の
失
効
に
よ
り
失
職
す
る
場
合
、
当
該
教
育
職
員
は
、
任
命
権
者
の
処
分
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
当
然

に
そ
の
職
を
失
う
こ
と
と
な
る
。

（
日
）

〔
略
〕
」

五
に
つ
い
て
1

八
に
つ
い
て

質
問
主
意
書
及
び
答
弁
書
に
お
い
て
は
、
「
当
該
教
育
職
員
は
」
「
当
然
に
そ
の
職
を
失
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
の

身
分
が
失
わ
れ
る
と
も
、
あ
る
い
は
教
育
職
員
と
し
て
職
は
失
わ
れ
る
も
の
の
地
方
公
務
員
の
身
分
に
は
触
れ
て
い
な
い
と
も
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

教員免許の失効と地方公務員の身分取扱いに関する一考察

失
職
（
地
公
法
二
八
条
四
項
）
は
懲
戒
及
び
分
限
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
行
政
処
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は

失
職
は
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
が
明
確
で
あ
る
た
め
、
行
政
処
分
と
構
成
し
て
短
期
の
出
訴
期
間
に
服
せ
し
め
な
く
て
も
、
公
務

（
ロ
）

員
の
勤
務
関
係
の
早
期
安
定
の
要
請
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
、
そ
の
前
提
に
は
失
職
要
件
が
一

義
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
例
え
ば
地
公
法
二
八
条
四
項
五
号
の
要
件
は
明
確
性
の
観
点
か
ら
必
ず
し
も
適

（
日
）

切
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
免
許
状
の
失
効
と
い
う
事
実
は
一
義
的
で
明
確
で
あ
る
も
の

の
、
地
公
法
二
八
条
四
項
に
は
失
職
す
る
旨
の
定
め
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
稿
で
検
討
す

べ
き
問
題
は
、
要
件
の
不
明
確
性
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ば
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
、
地
公
法
二
八
条
四
項
各
号
に
掲
げ
ら
れ
た
事

由
の
他
に
失
職
事
由
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
果
た
し
て
許
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と
関
連
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
非

失
職
説
は
、
同
項
は
限
定
列
挙
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
そ
の
基
礎
に
あ
る
。
一
方
で
最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
判
決
は
、
失
職

す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
旨
の
判
決
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
そ
こ
に
み
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
失
職
説
と
非
失
職
説

が
主
張
し
て
い
る
主
要
な
論
拠
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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12) 

（8
）
八
尾
坂
修
「
改
正
教
育
職
員
免
許
法
等
と
教
員
の
人
事
管
理
」
小
島
宏
・
寺
崎
千
秋
編
著
『
教
育
三
法
の
改
正
で
学
校
は
こ
う
変
わ

る
！
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
再
版
、
平
成
二O
年
）
一
三
二
頁
。
論
者
が
こ
の
テ
l

マ
を
選
ん
だ
契
機
は
、
「
地
方
公
務
員
法
上
の
失
職
に
該

当
す
る
」
と
い
う
同
氏
の
指
摘
に
対
し
て
、
論
者
は
地
公
法
上
の
具
体
的
な
根
拠
条
文
を
想
起
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

（9
）
橋
本
勇
「
新
版
逐
条
地
方
公
務
員
法
』
（
学
陽
書
房
、
第
一
次
改
訂
版
、
平
成
一
八
年
）
五
一
六
頁
。
な
お
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文

部
省
行
実
昭
二
六
・
四
・
一
七
は
、
仮
免
許
状
及
び
臨
時
免
許
状
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
者
は
更
新
又
は
再
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
当
然

そ
の
身
分
を
失
う
旨
の
文
部
省
調
査
普
及
局
長
に
よ
る
回
答
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
平
原
春
好
編
『
教
育
職
員
免
許
法
関
係
解
釈

事
例
集
』
（
底
本
は
文
部
省
教
職
員
養
成
課
内
教
員
免
許
制
度
研
究
会
編
同
名
書
（
第
一
法
規
、
昭
和
三
七
年
）
で
あ
る
。
）
（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
O
年
）
一
五
頁
。

失
職
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
他
の
見
解
と
し
て
、
鹿
児
島
重
治
『
要
説
地
方
公
務
員
法
』
（
学
陽
書
房
、
第
三
次
改
訂
版
、
平
成
八

年
）
一
八
二
頁
が
あ
る
。
ま
た
国
家
公
務
員
法
の
失
職
に
関
し
て
同
様
の
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
、
鹿
児
島
重
治
他
編
著
「
逐
条
国
家

公
務
員
法
』
（
学
陽
書
房
、
平
成
元
年
）
六
O
二
頁
（
藤
原
恒
夫
執
筆
）
、
園
部
逸
夫
監
修
、
栗
田
久
喜
・
柳
克
樹
編
前
掲
（
1

）
一
八
一
頁

が
あ
る
。

（
叩
）
第
一
六
九
回
国
会
高
井
美
穂
衆
議
院
議
員
提
出
質
問
主
意
書
平
成
二

O
年
六
月
一
八
日
提
出
質
問
第
五
五
一
号
「
教
員
免
許
更
新
制

に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
。

（
日
）
内
閣
衆
質
一
六
九
第
五
五
一
号
平
成
二
O
年
六
月
二
四
日
「
衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
教
員
免
許
更
新
制
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書
」
。

（
ロ
）
宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
E

行
政
組
織
法
／
公
務
員
法
／
公
物
法
」
（
有
斐
閣
、
平
成
二
O
年
）
一
二
一
一
頁
。
本
文
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
地
公
法
二
八
条
四
項
の
「
条
例
に
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
」
で
い
う
「
特
別
の
定
」
と
し
て
「
任
命
権
者
が
情
状
に
よ

り
特
に
酪
酌
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
認
定
し
た
事
実
を
原
因
と
し
て
法
〔
引
用
者
注
地
公
法
〕
一
六
条
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
職
員
の
う
ち
、
そ
の
罪
が
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
且
つ
刑
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
は
、
当
該
猶
予
を
取
り
消
さ
れ
な
い
限

り
、
そ
の
職
を
失
わ
な
い
」
（
こ
の
種
の
規
定
の
制
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
川
正
『
公
務
員
の
交
通
事
故
責
任

l

民
事
・
刑
事
・
失
職

の
実
務
｜
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
二
二
年
）
一
七
五
頁
が
詳
し
い
。
）
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
任
命
権
者
に
よ
る
「
掛
酌

す
べ
き
」
な
ど
と
い
う
判
断
の
余
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
処
分
性
を
肯
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
ょ
う
。
行
政
処
分
性
を
肯
定
し
た
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裁
判
例
と
し
て
、
名
古
屋
地
裁
昭
和
四
七
年
一
一
月
八
日
判
決
・
行
裁
例
集
二
三
巻
一
一
一
号
八
五
五
頁
が
あ
る
。

（
日
）
藤
田
宙
靖
『
行
政
組
織
法
」
（
有
斐
閣
、
平
成
一
八
年
）
二
八
三
頁
。

第

法
定
外
失
職
事
由
の
存
在

教員免許の失効と地方公務員の身分取扱いに関する一考察

地
公
法
一
六
条
は
職
員
の
欠
格
事
由
を
定
め
、
二
八
条
四
項
は
一
六
条
の
各
号
（
懲
戒
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
三

(M
) 

号
を
除
く
）
に
該
当
し
た
職
員
は
そ
の
職
を
失
う
と
規
定
し
て
い
る
。
一
六
条
各
号
に
は
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
に
は
失
職
す
る

旨
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
二
七
条
二
項
で
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
事
由
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
意
に
反
し
て
降
任
、
免

職
さ
れ
な
い
と
さ
れ
、
同
条
三
項
で
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
事
由
に
よ
ら
な
け
れ
ば
懲
戒
処
分
を
受
け
な
い
と
さ
れ
、
不
利
益
処

分
の
法
定
主
義
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
八
条
四
項
に
は
「
条
例
に
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
そ
の
職
を
失
う
」

と
あ
り
、
条
例
で
失
職
の
除
外
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
許
容
し
て
い
る
も
の
の
、
失
職
事
由
を
条
例
で
追
加
す
る
こ
と
は
予
定
し
て

、
．
、
A
h
E
O

し
企
匂
し一

方
、
二
七
条
二
項
で
い
う
「
免
職
」
と
は
分
限
免
職
（
二
八
条
一
項
）
の
こ
と
で
あ
り
、
失
職
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ

（
日
）

て
い
る
こ
と
か
ら
、
失
職
は
二
七
条
二
項
の
射
程
外
で
あ
り
、
仮
に
同
項
を
反
対
解
釈
で
き
る
な
ら
ば
、
失
職
事
由
は
一
六
条
各
号

い
わ
ば
、
解
釈
上
法
定
外
の
事
由
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
、
と
い
う
解
釈
も
成
り

立に
ち掲
う（げ
るきた
。事

由

と
ど
ま
ら
な
しE

（
口
）

地
公
法
及
び
他
の
法
律
に
お
い
て
特
定
の
事
由
に
該
当
し
た
と
き
に
離
職
す
る
旨
の
規
定
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離

（
珂
）

職
す
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
死
亡
、
臨
時
的
任
用
期
間
の
満
了
、
任
期
付
採
用
職
員
の
任
期
の
到
来
、
一
部
職

（
四
）

種
（
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
）
に
お
け
る
日
本
国
籍
の
喪
失
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
亡
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
が
な
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く
と
も
い
わ
ば
当
然
離
職
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
死
亡
を
除
く
事
由
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
が
妥
当
か
。

こ
の
あ
た
り
は
、
失
職
事
由
の
追
加
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
説
と
、
失
職
と
は
別
の
区
分
と
し
て
の
「
当
然
退
職
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
説
に
分
か
れ
て
い
る
。

600 

前
者
の
失
職
事
由
追
加
説
は
、
「
任
期
満
了
に
よ
る
離
職
も
条
理
に
よ
る
解
釈
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
法
律
上
の
当
然
離
職
（
失

職
）
は
本
項
〔
引
用
者
注
地
公
法
二
八
条
四
項
〕
に
定
め
る
も
の
及
び
地
方
公
務
員
法
二
八
条
の
二
の
定
年
に
よ
る
退
職
の
ほ
か
、

（
却
）

任
期
付
職
員
お
よ
び
任
期
付
研
究
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
職
だ
け
で
あ
る
」
と
し
、
「
任
期
付
職
員
お
よ
び
任
期
付
研
究
員
の
任

期
満
了
に
よ
る
退
職
だ
け
」
と
限
定
を
付
し
て
は
い
る
。
し
か
し
任
期
付
職
員
及
び
任
期
付
研
究
員
に
つ
い
て
は
地
公
法
上
、
あ
る

い
は
「
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
」
、
「
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用

等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
も
、
任
期
満
了
時
に
失
職
す
る
旨
の
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
な

い
失
職
事
由
の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

後
者
の
当
然
退
職
説
は
、
「
一
定
の
事
由
の
発
生
に
よ
り
当
然
に
そ
の
〔
引
用
者
注

職
と
位
置
づ
け
、
そ
の
中
に
は
臨
時
的
任
用
の
任
期
満
了
等
が
含
ま
れ
る
と
す
る
。

こ
の
「
当
然
退
職
」
と
は
、
人
事
院
規
則
八
｜
二
一
（
職
員
の
任
免
）
七
四
条
一
項
が
臨
時
的
職
員
の
期
間
満
工
戦
の
場
合
に
つ
き

離
職
の
〕
効
果
が
生
ず
る
も
の
」
を
当
然
退

「
当
然
退
職
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
、
同
一
の
趣
旨
を
地
公
法
に
も
当
て
は
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
「
当
然
退
職
」
の
上
位
概
念
で
あ
る
「
退
職
」
と
は
、
「
失
職
の
場
合
及
び
懲
戒
免
職
の
場
合
を
除
い
て
、
職
員
が

離
職
す
る
こ
と
」
と
控
除
法
に
よ
り
定
義
さ
れ
（
同
規
則
七
一
条
五
号
）
、
そ
し
て
失
職
と
は
、
「
職
員
が
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
当
然
離
職
す
る
こ
と
」
（
同
条
四
号
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
疋
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
が
欠
格
条
項
に
該
当

す
る
場
合
は
失
職
、
一
定
の
事
由
が
生
じ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
当
然
退
職
と
い
う
、
欠
格
条
項

（
お
）

に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
、
い
わ
ば
形
式
的
な
差
異
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
な
事
由
が
、
失



職
に
該
当
す
る
か
、
当
然
退
職
に
該
当
す
る
か
、
と
い
う
議
論
は
、
両
者
と
も
当
然
に
（
つ
ま
り
一
定
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
に
何
ら

(M
) 

の
行
政
処
分
を
要
す
る
こ
と
な
く
の
意
味
に
お
い
て
）
離
職
す
る
と
い
う
効
果
に
お
い
て
は
差
異
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
欠
格
条
項
で
は
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
退
職
事
項
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
失
職
事
由
を
解
釈
上
追
加
す
る
こ
と

と
区
別
す
る
必
要
が
な
く
、
両
者
の
い
ず
れ
の
説
に
よ
っ
て
も
、
解
釈
上
当
然
に
離
職
す
る
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
第
二
の
②
で
掲
げ
た
「
単
に
解
釈
で
失
職
事
由
を
追
加
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
論

拠
は
、
失
職
事
由
追
加
説
、
当
然
失
職
説
の
い
ず
れ
に
依
拠
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
論
拠
と
し
て
説
得
力
を
欠
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
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を
え
な
い
。

（M
）
失
職
事
由
か
ら
三
号
が
除
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
懲
戒
処
分
を
受
け
れ
ば
そ
の
こ
と
に
よ
り
職
員
と
し
て
の
身
分
を
失
う
の
で
、
失

職
の
規
定
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
こ
こ
と
、
懲
戒
処
分
と
し
て
の
離
職
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
」
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
猪
野
積
「
地
方
公
務
員
制
度
精
義
』
（
第
一
法
規
、
平
成
一
九
年
）
七
二
頁
。

（
日
）
国
家
公
務
員
法
七
八
条
で
規
定
す
る
免
職
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
失
職
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
も
の
に
鵜
飼
信
成
『
公
務
員
法
』
（
有

斐
閥
、
新
版
、
昭
和
五
五
年
）
二
八
五
頁
が
あ
る
。

（
凶
）
藤
田
宙
靖
前
掲
（
日
）
一
一
二
二
二
頁
は
、
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
、
失
職
を
は
じ
め
と
す
る
離
職
、
定
年
退
職
等
に
つ
い
て
も
「
全
て
法

律
又
は
人
事
院
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
「
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
人
事
院
規
則
が
条
例
に
変
わ
る
他
は
、
国
家

公
務
員
と
ほ
ぼ
同
様
の
身
分
保
障
が
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
論
者
は
本
文
で
掲
げ
た
事
情
か

ら
す
る
と
、
地
方
公
務
員
の
み
な
ら
ず
国
家
公
務
員
の
場
合
に
お
い
て
も
「
全
て
」
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
は
い
わ
ば
解
釈
に
よ
る
離
職
事

由
の
存
在
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
げ
）
地
公
法
上
は
例
え
ば
定
年
退
職
（
二
八
条
の
二
）
が
あ
る
が
、
他
の
法
律
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
公
選
に
よ
る
公
職
へ
の
立
候
補

（
公
職
選
挙
法
九O
条
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
時
）
離
職
と
は
職
員
が
職
員
と
し
て
の
身
分
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
離
職
の
中
に
失
職
、
懲
戒
免
職
及
び
退
職
が
含
ま
れ
る
。
困
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家
公
務
員
法
で
は
離
職
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
（
七
七
条
）
。
一
方
で
地
公
法
で
は
そ
の
文
言
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
地

方
公
務
員
制
度
に
お
い
て
も
離
職
の
概
念
は
国
家
公
務
員
法
と
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
賀
克
也
前
掲
（
ロ
三
二O
頁

参
照
。

（
凹
）
最
高
裁
判
所
平
成
一
七
年
一
月
二
六
日
判
決
民
集
五
九
巻
一
号
一
二
八
頁
（
い
わ
ゆ
る
外
国
人
公
務
員
東
京
都
管
理
職
選
考
受
験
訴

訟
最
高
裁
判
決
）
は
、
東
京
都
に
勤
務
す
る
保
健
婦
（
現
保
健
師
）
が
管
理
職
試
験
を
受
験
し
よ
う
と
し
た
際
、
国
籍
を
理
由
に
受
験

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
受
験
資
格
の
確
認
等
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
日
本
国
民
が
公
権

力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
旨
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
判
断
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
こ
と
は
単
に
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
へ
の
就
任
要
件
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
に
は
継
続
的
に

日
本
国
籍
を
保
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
の
職
に
あ
る
者

が
日
本
国
籍
を
喪
失
す
る
と
、
公
権
力
行
使
等
地
方
公
務
員
で
は
な
い
職
に
異
動
さ
れ
な
い
限
り
、
離
職
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
人
事
異
動
と
離
職
と
が
い
わ
ば
択
一
的
な
関
係
に
な
る
こ
と
か
ら
興
味
の
あ
る
問
題
（
離
職
す
る

か
否
か
が
い
わ
ば
任
命
権
者
の
判
断
一
つ
で
決
ま
る
と
い
う
こ
と
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
者
に

は
本
稿
で
触
れ
る
能
力
は
な
い
。

（
却
）
橋
本
勇
前
掲
（
日
）
四
九
九
頁
。

（
幻
）
宇
賀
克
也
前
掲
（
ロ
）
一
一
二
八
頁
。
ま
た
国
家
公
務
員
法
の
場
合
に
つ
い
て
「
失
職
で
は
な
い
当
然
退
職
と
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い

る
も
の
に
、
鹿
児
島
重
治
他
編
前
掲
（
9

）
『
逐
条
国
家
公
務
員
法
』
六
O
O

頁
（
藤
原
恒
夫
執
筆
）
が
あ
る
。

（
辺
）
人
事
院
規
則
八
｜
一
一
一
（
職
員
の
任
免
）
七
四
条
に
は
「
当
然
退
職
す
る
も
の
と
す
る
」
に
該
当
す
る
事
由
と
し
て
、
①
臨
時
的
任

用
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
②
臨
時
的
任
用
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
、
③
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
任
期
が
満
了
し
た
場
合
、
④
そ
の

他
任
期
付
任
用
の
任
期
が
満
了
し
た
場
合
、
の
四
点
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
日
本
国
籍
を
喪
失
し
た
場
合
」
は
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
上
は
当
然
の
こ
と
、
人
事
院
規
則
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
当
然
離
職
事
由
の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
に
共
通
し
た
内
閣
法
制
局
回
答
と
し
て
、
「
日
本
国
籍
を
必
要
と
す
る
旨
の
法
律
の
明
文
の
定
が
あ

る
官
公
職
又
は
公
権
力
の
行
使
若
し
く
は
国
家
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ
わ
る
官
公
職
に
あ
る
者
は
、
国
籍
の
喪
失
に
よ
っ
て
公

務
員
た
る
の
地
位
を
失
う
」
（
昭
和
二
八
年
三
月
二
五
日
内
閣
法
制
局
一
発
第
二
九
号
）
が
あ
り
、
ま
た
国
家
公
務
員
が
こ
れ
に
該
当
し
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た
場
合
に
は
、
人
事
院
規
則
八
｜
一
二
（
職
員
の
任
免
）
七
一
条
に
規
定
す
る
失
職
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
任
免
関
係

法
令
研
究
会
編
『
任
免
関
係
質
疑
応
答
集
』
（
人
事
行
政
出
版
、
第
五
次
改
訂
版
、
平
成
一
七
年
）
四

O
頁
）
。

（
お
）
猪
野
積
前
掲
（
M
）
七
二
頁
は
、
失
職
に
つ
い
て
「
画
一
的
に
身
分
を
失
う
の
で
は
な
く
特
定
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身

分
を
失
う
点
で
任
期
満
了
退
職
や
定
年
退
職
と
異
な
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
当
然
退
職
説
に
よ
れ
ば
任
期
満
了
退
職
は
当
然
退
職
に
含

ま
れ
る
も
の
の
、
任
期
満
了
が
な
ぜ
「
画
一
的
」
で
あ
り
、
失
職
が
「
特
定
の
事
由
に
該
当
」
す
る
と
明
確
に
区
別
で
き
る
の
か
、
任
期

の
満
了
も
任
期
付
職
員
ご
と
に
任
期
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
以
上
、
「
画
一
的
」
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
論
者
は
、

本
文
で
掲
げ
た
、
地
公
法
及
び
他
の
法
律
に
お
い
て
離
職
す
る
旨
の
規
定
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
離
職
す
る
と
一
般
的
に
考
え

ら
れ
て
い
る
事
由
を
「
当
然
退
職
」
と
し
て
整
理
す
る
か
、
「
失
職
事
由
の
追
加
」
で
あ
る
と
整
理
す
る
か
に
実
態
上
の
差
異
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

（
倒
的
）
国
家
公
務
員
が
失
職
し
た
場
合
に
は
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
っ
た
場
合
（
国
家
公
務
員
法
三
八
条
一
号
）
を
除
き
退
職

手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
人
条
一
項
二
号
）
、
他
方
で
、
臨
時
的
任
用
で
あ
っ
て
も
常
時
勤
務
を
要

す
る
者
に
つ
い
て
は
退
職
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
。
い
ず
れ
の
離
職
事
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
退
職
手
当
の
支
給
対
象
と
す
る
か
否
か

は
「
公
務
の
み
な
ら
ず
当
該
地
方
公
共
団
体
の
公
務
一
般
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を
損
な
う
行
為
を
し
た
」
（
最
高
裁
平
成
二
一
年
一
一
一

月
一
九
日
判
決
判
時
一
七
三
七
号
一
四
一
頁
）
か
否
か
な
ど
、
退
職
原
因
が
非
違
に
よ
る
も
の
か
（
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

案
」
（
昭
和
二
八
年
九
月
一O
日
自
丙
行
発
四
九
号
。
給
与
法
令
研
究
会
監
修
『
給
与
小
六
法
〈
平
成
一
一
一
年
版
〉
』
（
学
陽
書
房
、
平
成

二
O
年
）
一
四
O
二
頁
収
録
）
八
条
二
項
二
号
）
な
ど
の
個
々
の
退
職
の
事
由
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
「
失
職
」
か
、
「
当
然
退
職
」
の
い

ず
れ
の
区
分
に
含
ま
れ
る
か
に
よ
っ
て
支
給
対
象
内
外
が
判
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
退
職
手
当
と
い
う
場
面
に
お
い
て
も

「
失
職
」
と
「
当
然
退
職
」
の
区
別
は
意
味
を
有
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
四

最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
判
決
の
検
討

次
に
、
上
記
第
二
の
②
説
に
は
、
最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
判
決
が
失
職
説
の
論
拠
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
旨
の
言
及
が
603 
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あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
若
干
検
討
触
れ
て
み
た
い
。

本
件
判
決
は
上
告
人
（
原
告
、
控
訴
人
）
が
、
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、
旧
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
り
助
教
諭
免
許
状
を
有

す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
昭
和
二
六
年
相
当
免
許
状
の
授
与
な
く
し
て
公
立
中
学
校
の
助
教
諭
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
旧
教
育
職

員
免
許
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
有
効
期
間
を
一
年
間
と
す
る
臨
時
免
許
状
を
授
与
さ
れ
、
複
数
回
に
わ
た
る
更
新
を
行
っ
た
後
、
昭

和
二
九
年
の
教
育
職
員
免
許
法
の
改
正
に
よ
り
有
効
期
間
が
三
年
に
延
長
さ
れ
た
。
三
年
の
有
効
期
間
満
了
前
に
、
免
許
状
の
授
与
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を
受
け
る
べ
く
教
育
職
員
検
定
を
受
け
た
も
の
の
不
合
格
と
さ
れ
た
た
め
、
被
上
告
人
（
被
告
、
被
控
訴
人
）
で
あ
る
都
道
府
県
教

育
委
員
会
教
育
長
は
、
免
許
状
失
効
に
よ
り
当
然
失
職
し
た
と
し
て
失
職
通
知
書
を
交
付
し
た
と
こ
ろ
、
上
告
人
は
、
失
職
通
知
書

交
付
を
行
政
処
分
と
解
し
て
そ
の
取
消
し
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
裁
判
所
は
、
「
公
立
小
学
校
の
教
員
が
地
方
公
務
員
で
あ
る
こ
と
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て

明
ら
か
で
あ
る
が
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
三
五
条
は
、
職
員
の
任
免
等
身
分
取
扱
に
関
す
る
事
項
は
、

同
法
及
び
他
の
法
律
に
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
地
方
公
務
員
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て

教
育
職
員
免
許
法
は
、
右
に
い
う
特
別
の
定
を
し
て
い
る
法
律
と
解
す
べ
く
、
そ
の
三
条
一
項
は
、
「
教
育
職
員
は
、
こ
の
法
律
に

よ
り
授
与
す
る
各
相
当
の
免
許
状
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
免
許
状
を
有
す
る
こ
と

は
教
育
職
員
の
資
格
要
件
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合
に
は
教
育
職
員
を
当
然
に
失
職
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
、
上
告
人
の
請
求
を
退
け
て
い
る
。

こ
の
判
決
を
一
般
化
し
、
今
回
の
教
員
免
許
更
新
制
度
に
よ
り
免
許
状
が
更
新
さ
れ
ず
失
効
し
た
教
育
職
員
に
対
し
て
同
様
の
考

え
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
、
次
の
と
お
り
二
点
の
疑
問
が
あ
る
。

第
一
に
、
上
告
人
は
、
一
年
な
い
し
三
年
の
期
限
付
採
用
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
意
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
助
教
諭
免
許
状

（
免
許
法
四
条
の
二
）
は
、
現
在
で
も
臨
時
免
許
状
と
さ
れ
て
い
る
昭
和
二
四
年
の
免
許
法
制
定
時
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
制
度
で
あ
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る
。
そ
れ
は
、
普
通
免
許
状
ま
た
は
仮
免
許
状
（
現
在
は
仮
免
許
状
は
存
在
し
な
い
。
大
学
一
年
修
了
程
度
の
短
期
養
成
に
よ
っ
て
授
与

さ
れ
た
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
を
採
用
で
き
な
い
場
合
に
限
り
授
与
さ
れ
る
も
の
と
い
う
い
わ
ば
補
完
的
な
性
質
を
有
し
、
免
許
法

（
部
）

制
定
時
の
状
況
上
や
む
を
得
ず
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
臨
時
の
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
本
来
は
普
通
免
許
状
を
有
し
た
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
、
教
員
の
需
給
の
関
係
か
ら
直
ち
に
は
そ
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
要
件
を
満
た
す
者
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ま
で
の
短
期
間
の
任
期
に
よ
り
、
免
許
状

を
有
し
て
い
な
い
者
を
採
用
し
、
採
用
に
当
た
っ
て
は
正
式
な
免
許
状
で
は
な
い
も
の
の
、
免
許
状
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た

「
臨
時
免
許
状
」
と
い
う
免
許
状
を
授
与
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
上
告
人
は
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
か
ら
教
育

職
員
を
失
職
し
た
の
で
は
な
く
、
定
め
ら
れ
た
任
期
が
満
了
し
、
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
失
職
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

（
幻
）

る
。
任
期
の
定
め
の
な
い
教
育
職
員
に
つ
い
て
、
免
許
状
の
み
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
本
稿
の
前
提
と
は
、

（
却
）

相
当
に
異
な
っ
た
状
況
に
あ
る
。

第
二
に
、
本
判
決
は
、
教
育
職
員
が
免
許
状
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
す
る
免
許
法
三
条
に
つ
い
て
、
こ
れ

（
却
）

を
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
教
行
法
」
と
い
う
。
）
三
五
条
に
い
う
「
特
別
の
定
」
に
該
当
す
る

も
の
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
免
許
状
が
失
効
す
る
こ
と
を
教
育
職
員
の
み
な
ら
ず
地
方
公
務
員
の
身
分
を
失
う
も
の
と
解
し
て
い
る

（
却
）

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
地
教
行
法
は
、
教
育
事
務
を
処
理
す
る
地
方
公
共
団
体
の
責
任
機
関
（
教
育
委
員
会
）
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
目
的
で

制
定
さ
れ
た
旧
教
育
委
員
会
法
と
同
様
の
考
え
方
の
上
に
立
ち
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
と
教
育
行
政
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
主
眼

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
国
公
立
学
校
の
教
員
に
つ
い
て
そ
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
特
例
を
定
め
た
も
の
が
教
特

法
で
あ
る
。
現
行
の
両
法
律
に
お
い
て
も
、
「
教
育
公
務
員
の
職
務
と
そ
の
責
任
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、
教
育
公
務
員
の
任
免
」
等

に
つ
い
て
定
め
る
趣
旨
に
よ
る
の
が
教
特
法
で
あ
り
、
「
教
育
機
関
の
職
員
の
身
分
取
扱
そ
の
他
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
行
605 
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政
の
組
織
及
び
運
営
の
基
本
を
定
め
る
」
趣
旨
に
よ
る
の
が
地
教
行
法
で
あ
る
。
地
教
行
法
三
五
条
が
定
め
る
マ
」
の
法
律
及
ぴ
他

の
法
律
で
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
と
あ
る
「
他
の
法
律
」
に
つ
い
て
も
、
地
教
行
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
法
律
、
す
な
わ

（
泣
）
（
犯
）

ち
教
職
員
に
つ
い
て
の
財
政
上
な
い
し
人
事
行
政
機
構
の
特
殊
性
ゆ
え
の
「
特
別
の
定
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
る
。
免
許
法
は
、

公
立
学
校
の
教
員
の
み
な
ら
ず
、
学
校
設
置
者
の
差
異
を
問
わ
ず
教
育
職
員
全
般
に
適
用
さ
れ
る
法
律
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
併
せ
考

え
る
と
、
免
許
法
が
こ
こ
で
い
う
「
他
の
法
律
」
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
首
肯
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
免
許
法
三
条
が
「
他
の
法
律
」
に
該
当
す
る
、
つ
ま
り
免
許
法
三
条
は
地
方
公
務
員
法
の
特
例
規
定
で
あ
る
と
す
る
こ

と
を
根
拠
に
、
免
許
状
の
失
効
は
地
方
公
務
員
の
失
職
に
直
結
す
る
、
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
は
、
平
成
一
五
年
法
律
一
一
七
号

に
よ
る
改
正
前
の
教
特
法
三
条
で
、
国
立
学
校
（
主
と
し
て
国
立
大
学
附
属
学
校
が
想
定
さ
れ
る
。
）
の
教
員
が
国
家
公
務
員
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
さ
ら
な
る
疑
問
が
生
じ
る
。
地
教
行
法
は
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
の

基
本
」
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
立
学
校
の
教
員
に
は
地
教
行
法
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
立

学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
に
は
地
教
行
法
三
五
条
の
適
用
は
な
く
、
ま
た
同
条
と
同
種
の
規
定

は
他
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
身
分
の
喪
失
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
国
家
公
務
員
の
失
職

要
件
を
定
め
る
国
家
公
務
員
法
三
八
条
及
び
七
六
条
は
、
地
公
法
一
六
条
及
び
二
八
条
四
号
と
同
様
の
規
定
で
あ
り
、
か
つ
国
立
学

校
、
公
立
学
校
を
問
わ
ず
い
ず
れ
も
教
育
公
務
員
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
国
家
公
務
員
で
あ
っ
た
教
育
公
務
員
に
つ
い
て
、
地
方

公
務
員
で
あ
る
教
育
公
務
員
と
異
な
っ
た
結
論
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
に
合
理
的
な
説
明
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

（
お
）
民
集
一
八
巻
三
号
四
一
一
頁
。
本
判
決
に
触
れ
た
文
章
に
は
、
山
崎
真
秀
「
判
批
」
教
育
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕
一
六
四
頁
（
平
成

四
年
）
、
南
博
方
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
五
一
巻
六
号
三
三
頁
、
矢
野
邦
雄
「
判
批
」
法
曹
時
報
一
六
巻
五
号
八
八
頁
が
あ
る
。
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（
お
）
玖
村
敏
雄
（
文
部
省
）
『
教
育
職
員
免
許
法
・
同
法
施
行
法
解
説
（
法
律
編
）
』
（
学
芸
図
書
、
昭
和
二
四
年
）
七
八
頁
。

（
幻
）
期
限
付
で
採
用
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
期
限
の
到
来
は
、
第
二
で
触
れ
た
よ
う
に
「
失
職
」
か
「
当
然
退
職
」
か
は
別
と
し
て
、
離

職
事
由
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
判
決
は
、
任
期
付
公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
以
上
、
任
期
が
満
了

す
れ
ば
公
務
員
の
地
位
を
失
う
と
い
う
、
至
極
当
然
の
事
柄
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
お
）
こ
の
よ
う
な
公
務
員
の
期
限
付
採
用
に
つ
い
て
は
地
公
法
上
に
明
確
な
根
拠
が
な
く
（
昭
和
五
六
年
の
改
正
で
任
期
付
採
用
に
つ
い

て
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
定
年
退
職
後
の
期
限
付
任
用
の
規
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
て
そ
の
た
め
期
限
付
採
用
に
つ
い
て

の
法
的
性
格
が
多
々
争
わ
れ
て
き
た
。
教
員
の
期
限
付
任
用
は
地
公
法
の
脱
法
行
為
で
あ
る
と
い
う
論
も
あ
る
（
例
え
ば
永
井
憲
一
他
監

修
、
牧
柾
名
他
編
著
『
現
代
法
コ
ン
メ
ン
タ
l

ル
・
教
育
法
V
』
（
昭
和
五
三
年
、
成
文
堂
）
四
一
頁
）
。
し
か
し
裁
判
例
で
は
、
退
職
後

一
年
の
任
期
付
で
助
教
諭
又
は
講
師
に
採
用
さ
れ
た
教
員
に
対
し
て
任
期
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
事
件
に
つ

い
て
、
最
高
裁
昭
和
三
八
年
四
月
二
日
判
決
民
集
一
七
巻
三
号
四
三
五
頁
は
、
地
公
「
法
の
建
前
は
、
職
員
の
身
分
を
保
障
し
、
職
員
を

し
て
安
ん
じ
て
自
己
の
職
務
に
専
念
さ
せ
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
員
の
期
限
付
任
用
も
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
特
段
の
事

由
が
存
し
、
且
つ
、
そ
れ
が
右
の
趣
旨
に
反
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
特
に
法
律
に
こ
れ
を
認
め
る
旨
の
明
文
が
な
く
て
も
、
許
さ
れ

る
も
の
と
解
す
る
」
と
し
、
二
疋
の
要
件
の
下
で
任
期
付
職
員
の
採
用
を
認
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
判
決
後
、
平
成
一
二
年
に
「
地
方

公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
法
律
」
及
び
平
成
一
四
年
に
「
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
任
期
付
採
用
が
明
文
化
さ
れ
た
。
し
か
し
両
法
律
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
職
に
つ
い
て
任
期
付
採

用
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
猪
野
積
前
掲
（
日
）
六O頁
参
照
。

（
却
）
地
教
行
法
三
五
条
に
は
「
第
三
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員
の
任
免
、
給
与
、
懲
戒
、
服
務
そ
の
他
の
身
分
取
扱
に

関
す
る
事
項
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律
に
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
地
方
公
務
員
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
」
と
あ
り
、

こ
の
条
文
は
制
定
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。

（
却
）
本
判
決
は
「
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
は
教
育
職
員
の
資
格
要
件
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合
に
は
教
育
職
員
を
当
然

に
失
職
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
地
方
公
務
員
の
身
分
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
上
告
理
由
に
お
け

る
「
上
告
人
は
教
員
で
あ
る
か
ら
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
ら
な
い
で
そ
の
進
退
を
律
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
。
」
と
の
主
張
を
排
斥
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
の
身
分
も
免
許
状
の
失
効
と
と
も
に
失
わ
れ
る
と
の
判
断
と
解
さ
れ
る
。
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（
担
）
木
田
宏
「
逐
条
解
説
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
』
（
第
一
法
規
、
第
三
次
新
訂
版
、
平
成
一
五
年
）
三
五
頁
、

三
七
頁
。

（
詑
）
永
井
憲
一
編
『
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
一
五
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
l

ル
教
育
関
係
法
』
（
日
本
評
論
社
、
平
成
四
年
）
一
二
六
頁

（
植
田
健
男
執
筆
）
。

（
お
）
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
「
特
別
の
法
律
」
に
該
当
す
る
も
の
の
一
例
と
し
て
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
女
子
教
職
員
の
産
前
産
後
休

業
の
期
間
中
、
臨
時
的
に
教
職
員
を
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
任
用
さ
れ
た
者
に
対
し
て
は
地
公
法
の
一
部
適
用
除
外
を
定
め
た
「
女
子

教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五

免
許
状
更
新
講
習
の
内
容
か
ら
考
え
る

免
許
状
更
新
講
習
が
、
そ
の
実
施
さ
れ
る
内
容
か
ら
み
て
、
仮
に
そ
の
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
教
育
職
員
の

み
な
ら
ず
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
資
質
に
疑
義
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
含
む
の
で
あ
れ
ば
、
実
態
上
地
公
法
上
の
失

職
に
相
当
す
る
旨
の
解
釈
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
主
張
も
生
じ
う
る
。

免
許
状
更
新
講
習
は
、
「
教
員
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
事
項
に
関
す
る
最
新
の
知
能
技

術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
免
許
法
九
条
の
三
第
一
項
一
号
）
、
具
体
的
に
は
、
「
教
職
に
つ
い
て
の
省
察
並
び

に
子
ど
も
の
変
化
、
教
育
政
策
の
動
向
及
び
学
校
の
内
外
に
お
け
る
連
携
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
に
関
す
る
事
項
」
及
び
「
教
科
指

導
、
生
徒
指
導
そ
の
他
教
育
の
充
実
に
関
す
る
事
項
」
で
構
成
さ
れ
る
（
免
許
状
更
新
講
習
規
則
四
条
一
項
）
。
前
者
の
事
項
は
一
二

時
間
以
上
を
要
し
、
①
教
職
に
つ
い
て
の
省
察
、
②
子
ど
も
の
変
化
に
つ
い
て
の
理
解
、
③
教
育
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
の
理
解
、

④
学
校
の
内
外
に
お
け
る
連
携
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
、
の
四
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
後
者
の
事
項
は
一
八
時
間
以
上
を
要

し
、
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
指
導
上
の
課
題
が
内
容
と
さ
（
叫
ん
、
例
え
ば
救
急
活
動
講
座
（
養
護
教
諭
対
象
）
、
小
学
校
で
の



（
部
）

英
語
教
育
講
座
、
発
達
障
害
へ
の
対
応
な
ど
の
講
座
が
開
設
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
部
）

こ
の
よ
う
な
免
許
状
更
新
講
習
の
内
容
を
眺
め
る
と
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
教
職
専
門
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以

外
に
公
務
員
と
し
て
必
要
な
資
質
を
確
認
し
た
り
、
そ
の
資
質
を
高
め
る
よ
う
な
内
容
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
免
許

状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
教
育
職
員
が
教
員
と
し
て
必
要
な
資
質
能
力
が
保
持
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
超
え
て
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
資
質
の
有
無
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
と
は
関
係
が
な
い

（
訂
）

も
の
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

教員免許の失効と地方公務員の身分取扱いに関する一考察

（
担
）
免
許
状
更
新
講
習
規
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
の
詳
細
な
内
容
及
び
同
令
第
六
条
に
規
定
す
る
修
了
認
定
の
基
準
を
定
め

る
告
示
（
平
成
二
O
年
三
月
三
二
日
付
文
部
科
学
省
告
示
五
O
号
）
一
項
。

（
お
）
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
「
〈
解
説
〉
教
員
免
許
更
新
制
の
し
く
み
（
平
成
二O
年
四
月
）
中
の
「
七
．
免
許
状
更

新
講
習
の
概
要
」
参
照
（
文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
平
成
二

O
年
八
月
二
五
日
閲
覧
）
。

（
お
）
八
尾
坂
修
前
掲
（6
）
八
四
頁
。

（
幻
）
こ
の
こ
と
は
免
許
状
更
新
講
習
の
対
象
者
か
ら
し
て
、
当
然
の
結
論
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
免
許
法
の
対
象
と
な
る
教
育
職
員
は
、

地
方
公
務
員
の
み
な
ら
ず
、
国
立
大
学
法
人
が
設
置
し
て
い
る
学
校
、
学
校
法
人
が
設
置
し
て
い
る
学
校
に
勤
務
す
る
者
に
も
適
用
さ
れ

る
（
二
条
一
項
）
。
教
育
職
員
の
資
質
の
保
持
と
向
上
を
図
る
こ
と
（
一
条
）
は
設
置
者
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
教
育
職
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
免
許
状
更
新
講
習
の
内
容
に
つ
き
、
教
育
職
員
が
勤
務
す
る
学
校
の
設
置
者
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
に

差
異
を
設
け
る
（
例
え
ば
、
国
私
立
学
校
勤
務
者
コ
l

ス
と
公
立
学
校
勤
務
者
コ
l

ス
を
別
々
に
開
講
す
る
な
ど
）
こ
と
は
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第
六

失
職
し
な
い
と
し
た
場
合
の
当
該
教
育
職
員
の
身
分

610 

こ
れ
ま
で
の
整
理
で
、
免
許
状
が
失
効
し
教
育
職
員
と
し
て
の
地
位
が
失
わ
れ
た
地
方
公
務
員
の
場
合
、
そ
の
失
職
要
件
が
明
文

で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
必
ず
し
も
地
方
公
務
員
の
職
を
失
わ
な
い
こ
と
に
直
結
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
他
方
、

失
職
説
の
論
拠
と
な
っ
て
い
た
最
高
裁
昭
和
三
九
年
三
月
三
日
判
決
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
任
期
の
定
め
の
な
い
一
般
職
の
地
方
公
務

員
の
場
合
に
は
当
て
は
め
に
く
い
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
免
許
状
更
新
講
習
の
内
容
に
も
、
地
方
公
務
員
を
失
職
さ
せ
る
ま
で

（
泊
）

の
趣
旨
は
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
う
す
る
と
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
職
を
失
う
旨
の
規
定
が
地
公
法
に
も
他
の
法

律
に
も
存
在
し
な
い
以
上
、
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
に
失
わ
れ
る
の
は
教
育
職
員
と
し
て
の
地
位
の
み
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
と

（
却
）

し
て
の
身
分
に
は
影
響
が
な
い
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
免
許
状
が
失
効
し
教
育
職
員
と
し
て
の
地
位
が
失
わ
れ
た
者
が
仮
に
公
務
員
と
し
て
は
失
職
し
な
い
と
考
え
た
場

合
、
そ
の
者
の
免
許
状
失
効
後
の
身
分
に
つ
い
て
、
制
度
が
や
や
複
雑
で
あ
る
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
一
条
及
び
二
条
に

（ω
）
 

規
定
す
る
職
員
（
い
わ
ゆ
る
県
費
負
担
教
職
員
）
の
場
合
に
触
れ
て
み
る
。
県
費
負
担
教
職
員
は
、
各
市
町
村
の
職
員
で
は
あ
る
も
の

の
、
「
適
正
配
置
と
人
事
交
流
の
円
滑
を
図
り
、
か
つ
任
命
権
者
の
属
す
る
団
体
と
給
与
負
担
団
体
と
を
一
致
せ
し
め
る
と
と
も
に
、

（
制
）

そ
の
職
務
の
遂
行
の
適
正
を
期
す
る
」
た
め
に
、
地
公
法
六
条
一
項
が
「
そ
れ
ぞ
れ
職
員
の
任
命
」
等
を
行
う
と
し
て
い
る
規
定
の

例
外
と
し
て
、
任
命
権
等
を
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
は
教
育

（
位
）

職
員
と
し
て
の
地
位
を
失
う
た
め
、
教
育
職
員
を
除
く
県
費
負
担
教
職
員
へ
の
任
命
行
為
が
な
い
限
り
、
当
該
職
員
は
県
費
負
担
教

職
員
か
ら
も
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
任
命
権
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村

の
職
員
で
あ
る
と
い
う
原
則
に
い
わ
ば
自
動
的
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
な
る
。
各
市
町
村
に
お
け
る
任
命
権
者
に
よ
り
、
当
該
市
町
村

（
却
）

に
お
け
る
然
る
べ
き
職
へ
の
任
命
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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こ
の
あ
た
り
、
職
員
本
人
の
同
意
等
が
な
く
（
そ
の
職
の
専
門
性
を
問
わ
な
い
）
事
務
職
員
等
へ
の
任
命
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
と

い
う
疑
問
が
あ
り
う
る
。
た
だ
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
二
年
の
改
正
地
教
行
法
に
よ
り
、
市
町
村
立
学
校
の
県
費
負
担
教

職
員
を
対
象
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
指
導
力
不
足
教
員
を
免
職
し
、
引
き
続
い
て
当
該
都
道
府
県
の
事
務
職
員
等
へ
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
四
七
条
の
二
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
趣
旨
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
指
導
力
不
足
教
員
の
存
在
は
市
町
村

立
学
校
の
教
員
の
み
な
ら
ず
、
都
道
府
県
立
学
校
の
教
員
に
も
想
定
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
特
段
の
法
律
改

正
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
前
者
に
つ
い
て
、
所
属
す
る
市
町
村
を
免
職
し
、
都
道
府
県
と
い
う
他
の
地
方
公
共
団
体
に
採
用
す

る
と
い
う
、
異
な
っ
た
団
体
に
所
属
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
の
制
度
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
改
正
地

教
行
法
に
よ
り
新
た
な
制
度
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
都
道
府
県
立
学
校
の
教
員
か
ら
当
該
都
道
府
県
の
事
務
職
員
等
に
換

（
制
）

え
る
こ
と
は
、
法
律
改
正
を
行
わ
な
く
と
も
従
来
か
ら
の
制
度
で
可
能
な
措
置
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
律
改
正
の
趣
旨
を

踏
ま
え
る
と
、
免
許
状
の
失
効
と
い
う
こ
と
が
契
機
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
市
町
村
立
学
校
の
教
育
職
員
を
当
該
市
町
村
の
事

務
職
員
等
に
換
え
る
こ
と
自
体
は
法
制
度
上
障
害
と
な
る
点
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
教
育
職

（
必
）

員
で
あ
る
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
点
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
上
記
か
ら
、
既
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
明
文
で
失
職
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
国
家
公
務
員
の
例
で
あ
る
が
、
検
察
官
に
関
し
検
察
庁
法
が
「
他
の
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
一
般
の
官
吏
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
外
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
検
察
官

に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
し
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
及
び
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を
受
け
た
者
が
示
さ
れ

て
い
る
（
検
察
庁
法
二
O
条
）
。
そ
し
て
同
条
の
規
定
に
は
、
国
家
公
務
員
法
附
則
二
二
条
〔
「
一
般
職
に
属
す
る
職
員
に
関
し
、
そ
の
職

務
と
責
任
の
特
殊
性
に
基
い
て
、
こ
の
法
律
の
特
例
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
に
法
律
又
は
人
事
院
規
則
（
人
事
院
の
所
掌
す
る

事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
）
を
以
て
、
こ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
〕
の
規
定
を
踏
ま
え
、
検
察
官
の
職
務
と
責
任

の
特
殊
性
に
基
い
て
国
家
公
務
員
の
特
例
を
定
め
た
も
の
と
さ
れ
る
（
第
三
二
条
の
二
）
。
こ
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
失
職
要
件
を
追
加
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
検
察
庁
法
二

O
条
に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
当
然
に
国
家
公
務
員
の
身
分
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を
失
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
却
）
本
文
で
記
し
た
考
え
方
に
対
し
て
は
、
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
も
離
職
（
失
職
あ
る
い
は
当
然
退
職
）
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
あ
り
得
る
。
論
者
も
解
釈
上
要
件
を
追
加
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
本
文
で
述
べ

た
よ
う
な
解
釈
上
追
加
で
き
る
と
思
わ
れ
る
事
由
と
は
異
な
り
、
免
許
状
が
失
効
し
た
場
合
に
離
職
す
る
と
い
う
こ
と
を
追
加
で
き
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。
専
ら
公
用
車
の
運
転
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
て
採
用
さ
れ
た
職
員
が
、
視
力
の
低
下
等
で
自
動
車
運
転
免
許
の
更
新
が

不
可
能
と
な
っ
た
者
は
、
失
職
あ
る
い
は
当
然
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
こ
の
間
い
に
対
し
て
肯
定
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
で
は
、
自
動
車
運
転
免
許
の
更
新
期
限
を
失
念
し
た
場
合
（
い
わ
ゆ
る
う
っ
か
り
失
効
）
も
失
職
あ
る
い
は
当
然
退
職
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
失
職
又
は
当
然
退
職
は
あ
ま
り
に
は
酷
で
あ
る
と
し
て
、
公
用
車
の
運
転
が
で
き
な
い
期
間
に
つ
い
て
は
休
職
処
分
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
は
、
休
職
事
由
を
定
め
た
地
公
法
二
八
条
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
ほ
か
、
二
七
条
二
項
が
、

休
職
事
由
の
法
定
主
義
を
定
め
て
い
る
た
め
、
失
職
又
は
当
然
退
職
と
は
異
な
り
解
釈
上
で
休
職
事
由
を
追
加
で
き
る
余
地
は
な
く
、
採

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
免
許
状
は
自
動
車
運
転
免
許
と
は
異
な
る
旨
を
主
張
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
論
者
に
は
、
そ
こ

で
ど
の
よ
う
な
説
得
的
な
主
張
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
想
像
が
つ
か
な
い
。

（
伺
）
地
教
行
法
三
七
条
一
項
一
号
は
、
「
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
〔
中
略
〕
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
（
以
下

「
県
費
負
担
教
職
員
」
と
い
う
。
）
の
任
命
権
は
、
都
道
府
県
委
員
会
に
属
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
引
）
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
昭
和
ゴ
二
年
六
月
三O
日
文
初
地
第
三
二
六
号
文
部

事
務
次
官
通
達
）
別
冊
一
（
四
）
（7
）
（
イ
）
）
。

（
必
）
県
費
負
担
教
職
員
に
は
免
許
状
を
必
要
と
し
な
い
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
（
注
（5
）
参
照
）
の
ほ
か
、
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職

員
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
「
教
育
職
員
を
除
く
県
費
負
担
教
職
員
」
で
あ
る
。

（
必
）
仮
に
任
命
権
者
に
よ
る
任
命
行
為
が
な
い
と
し
て
も
、
従
来
か
ら
当
該
市
町
村
の
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
任
命
行
為

は
、
当
該
市
町
村
の
職
員
に
採
用
す
る
旨
で
は
な
く
、
い
か
な
る
職
へ
充
て
る
か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
必
）
免
許
状
失
効
後
の
職
員
を
当
該
市
町
村
に
お
け
る
然
る
べ
き
職
に
任
命
す
る
行
為
は
、
任
命
権
者
を
異
に
す
る
他
の
職
へ
の
異
動
で

あ
り
、
地
公
法
一
七
条
一
項
の
転
任
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
二
年
八
月
二
九
日
一
三
文
科
初
第
五
七
一
号
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知
）
第
三2

（1
）
③
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は
「
同
一
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
教
員
を
教
員
以
外
の
職
に
転
任
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
、
現
行
制
度
上
も
、
可
能
で
あ
る
こ
と
。
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
の
採
用
は
原
則
と
し
て
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
地
公
法
一
七
条
三
項
）
一
方
で
、

教
育
公
務
員
は
選
考
で
採
用
さ
れ
る
（
教
特
法
一
一
条
）
こ
と
と
の
関
連
で
、
競
争
試
験
を
経
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
競
争
試
験
の
対
象

と
な
る
職
に
異
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問
い
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
家
公
務
員
の
例
で
あ
る
が
、
脱
法
的
（
競

争
試
験
を
経
な
い
で
採
用
す
る
意
図
が
あ
る
な
ど
）
で
な
い
限
り
は
、
競
争
試
験
の
対
象
外
官
職
か
ら
競
争
試
験
対
象
官
職
へ
の
異
動
に

関
す
る
規
制
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
任
免
関
係
法
令
研
究
会
編
前
掲
（
辺
）
八
九
頁
）
。
さ
ら
に
、
転
任
時
に
お
い
て
本
人
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
は
、
公
立
大
学
の
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
は
大
学
管
理
機
関
の
審
査
の
結
果
に
よ
ら
な
け
れ

ば
、
そ
の
意
に
反
し
て
転
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
教
特
法
四
条
一
項
）
と
あ
り
、
こ
の
規
定
と
の
対
比
に
お
い
て
、
一
般
の
職
員
に
つ

い
て
は
転
任
に
は
本
人
の
同
意
は
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
塩
野
宏
『
行
政
法
皿
』
（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
平
成
一
八
年
）
二
六

O
頁
）
。

（
必
）
付
言
す
る
と
、
今
般
の
改
正
法
の
教
員
免
許
更
制
度
の
導
入
の
ほ
か
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
柱
に
、
指
導
が
不
適
切
な
教
員
に
対
す

る
指
導
改
善
研
修
の
導
入
が
あ
る
（
教
特
法
二
五
条
の
二
）
。
指
導
改
善
研
修
と
は
、
公
立
の
小
学
校
等
の
教
諭
等
の
う
ち
、
児
童
等
に

対
す
る
指
導
が
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
最
長
一
年
間
（
延
長
し
て
も
最
長
二
年
間
）
必
要
な
研
修
の
実
施
を
任
命
権
者

に
義
務
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
指
導
改
善
研
修
を
命
じ
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
す
れ
ば
得
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
最
新
の
知
識
技
能
を
習
得
す
る
必
要
性
と
、
指
導
改
善
研
修
の
受
講
の
必
要
性
と
を
比
較
し
、
ま
ず
は
指
導
改
善
に
優
先
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
（
山
田
泰
造
・
大
川
晃
平
（
文
部
科
学
省
）
「
教
育
改
革
関
連
三
法
③
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
と
指
導
が

不
適
切
な
教
員
に
対
す
る
人
事
管
理
の
法
制
化
等
」
時
の
法
令
一
八
O
七
号
二
九
頁
（
平
成
二
O
年
）
）
指
導
改
善
研
修
が
終
了
す
る
ま

で
の
問
は
、
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
免
許
法
九
条
の
三
第
四
項
）
。
そ
し
て
指
導
改
善
研
修
が
終
了

し
て
も
指
導
力
が
な
お
不
足
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
「
免
職
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
」
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
（
教
特
法
二
五
条
の
三
）
、
こ
の
「
免
職
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
」
の
一
つ
に
、
本
文
で
掲
げ
た
都
道
府
県
の
事
務
職
員
等
へ
の
採

用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
あ
た
り
、
指
導
改
善
研
修
と
の
関
係
も
含
め
、
永
井
輝
雄
「
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
」
清
水
俊

彦
編
「
教
育
関
連
三
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
学
校
経
営
｜
主
要
改
正
点
の
解
説
と
学
校
の
対
応
』
（
教
育
開
発
研
究
所
、
平
成
二O
年
）
一
一
一
一

八
頁
）
。
仮
に
失
職
説
に
立
つ
な
ら
ば
、
児
童
等
に
対
す
る
指
導
力
の
有
無
は
と
も
か
く
、
免
許
状
更
新
講
習
の
目
的
で
あ
る
「
最
新
の

知
識
技
能
の
習
得
」
を
果
た
せ
な
か
っ
た
者
は
直
ち
に
公
務
員
と
し
て
の
職
を
失
う
一
方
で
、
学
校
現
場
に
お
い
て
は
最
新
の
知
識
技
能
613 
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が
身
に
つ
い
て
い
な
い
者
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な
問
題
で
あ
ろ
う
（
つ
ま
り
教
員
と
し
て
の
適
格
性
が
一
層
疑
わ
し
い
）
指
導
力
不
足

教
員
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
最
長
二
年
間
の
指
導
改
善
研
修
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
都
道
府
県
の
事
務
職
員
へ
の
採
用
と

い
う
、
引
き
続
き
公
務
員
と
し
て
の
地
位
が
保
て
る
可
能
性
が
聞
か
れ
て
い
る
（
権
利
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
整
合
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

614 

第
七

お
わ
り
に

い
ま
ま
で
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
方
公
務
員

で
あ
る
教
員
の
場
合
、
教
員
（
あ
る
い
は
教
育
職
員
）
と
し
て
の
地
位
が
失
わ
れ
る
根
拠
規
定
と
し
て
、
免
許
法
、
地
公
法
に
加
え
、

（
必
）

学
校
教
育
法
九
条
の
規
定
が
あ
り
、
公
立
学
校
に
お
け
る
大
多
数
の
教
員
に
は
、
こ
の
三
つ
す
べ
て
が
適
用
に
な
る
。
こ
の
三
つ
の

規
定
に
つ
い
て
み
る
と
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
っ
た
場
合
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
な
ど
、
同
一
の
定

（
灯
）

め
が
多
い
た
め
、
三
つ
の
規
定
の
い
ず
れ
か
一

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
種
の
議
論
は
、

の
み
に
該
当
す
る
事
態
が
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

（
姐
）

地
公
法
上
の
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
た
場
合
に
は
免
許
状
は
失
効
す
る
な
ど
、
制
度
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ

（
又
は
二
）

ろ
、
っ
。

免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
し
な
か
っ
た
教
育
職
員
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
免
許
法
に
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
地
公

法
及
び
学
校
教
育
法
に
は
定
め
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
従
来
に
も
増
し
て
免
許
制
度
の
検
討
が
精
綴
に
行
わ
れ
る
必
要
が
生
じ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（
却
）

教
員
免
許
更
新
制
度
の
導
入
に
伴
い
検
討
し
た
い
課
題
は
他
に
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
他
日
を
期
し
た
い
と
思
つ

て
い
る
。
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（
必
）
学
校
教
育
法
九
条
は
、
「
校
長
又
は
教
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
こ
こ
で
い
う
「
教
員
」
と
は
、
校
長
を
除
く
す
べ
て

の
教
員
と
解
さ
れ
る
た
め
（
八
条
）
、
公
立
学
校
の
「
教
諭
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
学
校
教
育
法
九
条
の
適
用
が
あ
る
。
な
お
、
学
校
教
育

法
に
は
地
公
法
と
は
異
な
り
、
欠
格
事
由
に
該
当
し
た
と
き
に
失
職
す
る
旨
の
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
同
条
に
該
当
し
た
場
合
に

は
「
校
長
又
は
教
員
の
地
位
を
失
う
」
と
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
勲
編
『
逐
条
学
校
教
育
法
』
（
学
陽
書
房
、
第
六
次
改
訂
版
、
平
成
一
八

年
）
八
一
頁
）
。

（
訂
）
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
っ
た
場
合
は
、
地
公
法
一
六
条
一
号
、
二
八
条
四
項
、
免
許
法
五
条
一
項
三
号
、
一

O
条
二
項

一
号
の
ほ
か
、
学
校
教
育
法
九
条
一
号
に
も
規
定
が
あ
る
。
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
た
だ
、
地
公
法
二
ハ

条
二
号
に
は
禁
固
以
上
の
刑
の
「
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
」
と
の
限
定
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
免
許
法
五
条
一
項
四
号
及
び
学
校
教
育
法
九
条
二
号
に
は
そ
の
限
定
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
欠
格
事
由
が
失
わ
れ
る
（
つ

ま
り
採
用
資
格
が
回
復
す
る
）
際
の
要
件
は
免
許
法
及
び
学
校
教
育
法
の
方
が
地
公
法
に
比
べ
て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の

趣
旨
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
勲
編
前
掲
（
必
）
八
二
頁
及
び
文
部
省
地
方
課
法
令
研
究
会
編
『
新
学
校
管
理
読
本
」
（
第
一
法
規
、
第
三
次
新

訂
、
平
成
九
年
）
六
一
八
頁
参
照
。

（
必
）
免
許
法
一
O
条
一
項
二
号
。
な
お
、
旧
法
で
は
免
職
処
分
が
行
わ
れ
る
と
免
許
状
が
失
効
す
る
事
由
は
懲
戒
免
職
に
限
ら
れ
て
い
た

が
、
免
許
法
で
は
こ
れ
に
加
え
、
分
限
免
職
処
分
の
う
ち
、
処
分
事
由
が
「
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合
」
（
地
公
法
二
八
条
一
項
一
号
）

及
び
「
そ
の
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合
」
（
同
項
三
号
）
で
あ
る
場
合
に
も
、
免
許
状
が
失
効
す
る
旨
の
規
定
が
加
え
ら
れ
た

（
免
許
法
一O
条
一
項
一
二
号
）
。

（
却
）
一
点
掲
げ
る
と
、
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講
に
要
す
る
経
費
（
受
講
料
）
は
有
料
で
あ
り
（
三
万
円
程
度
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
）
、
受
講
料
は
教
育
職
員
が
自
己
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
一
般
論
と
し
て
一
定
の
資
格
・
免
許
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
職
に
従
事
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
資
格
・
免
許
を
維
持
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
経

費
を
要
す
る
場
合
、
当
該
経
費
は
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
べ
き
か
否
か
（
あ
る
い
は
負
担
し
て
も
差
し
支
え
な
い
の
か
、
負
担
し
て
は

な
ら
な
い
の
か
）
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
二
疋
の
資
格
・
免
許
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
採
用
条
件
と
し
て
い
る
場
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、

採
用
後
二
疋
の
要
件
に
該
当
し
た
た
め
特
定
の
資
格
・
免
許
を
取
得
し
な
け
れ
ば
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
も
こ
れ
に
含
め
て
考
え
る
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こ
と
が
で
き
る
（
後
者
の
例
と
し
て
は
、
学
校
等
に
は
防
火
管
理
者
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
消
防
法
八
条
）
た
め
、
各
学
校
等

で
防
火
管
理
者
が
人
事
異
動
等
に
よ
り
不
在
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
職
員
等
の
う
ち
誰
か
が
防
火
管
理
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
講
習
受
講
に
要
す
る
経
費
が
問
題
と
な
る
。
）
。
こ
の
取
り
扱
い
は
、
灰
関
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
各
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
か
な
り
運
用
に
差
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
一
と
し
て
は
い
わ
ば
採
用
条
件
主
義
（
採
用
条
件
と
し
て
提
示
し
た
資

格
・
免
許
に
つ
い
て
は
採
用
後
も
そ
の
維
持
に
要
す
る
経
費
は
職
員
の
自
費
と
す
る
一
方
で
、
採
用
後
地
方
公
共
団
体
の
都
合
で
取
得
さ

せ
る
資
格
・
免
許
に
つ
い
て
は
そ
の
取
得
の
み
な
ら
ず
維
持
に
要
す
る
経
費
も
公
費
で
負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
。
こ
の
変
形
と
し
て
、

採
用
条
件
と
し
て
提
示
し
た
資
格
・
免
許
に
つ
い
て
採
用
後
地
方
公
共
団
体
の
都
合
で
そ
の
上
級
の
資
格
・
免
許
を
取
得
さ
せ
る
場
合
や
、

採
用
後
に
制
度
が
変
わ
り
資
格
・
免
許
を
維
持
す
る
た
め
に
新
た
に
経
費
が
発
生
す
る
な
ど
、
採
用
当
初
見
込
め
な
か
っ
た
追
加
負
担
を

要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
追
加
負
担
に
対
し
て
は
、
公
費
負
担
を
肯
定
す
る
見
方
も
あ
る
。
）
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
こ
と

し
て
は
、
い
わ
ば
個
人
利
益
考
慮
主
義
（
当
該
資
格
・
免
許
が
職
務
を
離
れ
て
職
員
個
人
を
利
す
る
こ
と
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
負
担

す
べ
き
者
を
区
別
す
る
こ
と
と
し
、
個
人
を
利
す
る
部
分
が
多
い
場
合
に
は
自
己
負
担
を
求
め
る
一
方
で
、
個
人
を
利
す
る
部
分
が
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
公
費
負
担
を
肯
定
す
る
考
え
方
）
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
視
野
を
よ
り
広
く
す
る
と
、
こ
の
あ
た
り
は

職
員
に
対
し
て
実
施
す
る
研
修
の
考
え
方
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
も
議
論
が
生
じ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
、
教
員
に
対
し
て
専
修
免

許
状
な
ど
上
級
の
免
許
状
を
取
得
さ
せ
る
た
め
国
内
の
大
学
院
に
お
い
て
研
修
の
機
会
を
付
与
し
た
い
と
す
る
場
合
、
研
修
命
令
に
よ
る

か
（
こ
の
場
合
は
公
務
と
し
て
研
修
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
）
、
大
学
院
就
学
休
業
に
よ
る
か
（
教
特
法
二
六
条
以
下
。
こ
の
場
合

は
給
与
は
支
給
さ
れ
な
い
。
教
特
法
二
七
条
二
項
）
、
こ
の
両
者
の
考
え
方
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
な
ど
。
）
、
さ
ら
に
は
教

員
免
許
更
新
制
度
に
は
他
の
資
格
・
免
許
制
度
と
は
異
な
っ
た
独
特
の
考
え
方
が
あ
る
の
か
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
直

ち
に
妥
当
な
答
え
を
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
問
題
の
提
起
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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